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7. その他の設計 

 

7.1. CLT 袖壁を削除した純ラーメンの保有水平耐力の確認 

本設計は保有水平耐力計算（ルート 3）とし、最低限必要な性能（Ds＝0.3 相当の保有水平耐力）

は RC ラーメンのみで確保した架構を対象に、耐力壁として CLT 袖壁の付加による RC 梁のヒン

ジリロケーションによる最大耐力の増大効果に期待した設計とする。よって、ここでは CLT 袖壁

を削除した純ラーメン架構に対して保有水平耐力計算の確認を行う。以下に保有水平耐力の検討

条件を示す。Ds 算定時は 6.3.4 の検討結果を用いるものとし、全体崩壊形となることを確認して

いる。検討は各方向の正加力について実施する。 

 

表 7.1.1 保有水平耐力の確認条件（純ラーメン RC 架構） 

項目 クライテリア 

保有水平耐力 Qu時 いずれかの層が層間変形角 1/100rad に達した時点 

または RC 部材が脆性破壊した時点 

DS 算定時 部材の曲げ塑性回転角 0.025rad に達した時点 

（層間変形角 1/45rad 程度）【6.3.4 に示す】 

または RC 部材が脆性破壊した時点 

保有水平耐力 Qu／必要保有水平耐力 Qun 1.00 以上 

 

 

結果を以下に示す。部材種別は柱梁ともに全て FA ランクとなり、脆性部材が発生しないこと

を確認し、構造特性係数 Ds はいずれの方向も 0.3 となる。 

次頁に必要保有水平耐力と保有水平耐力の比較表を示す。Qu／Qun は X 方向 1.22～1.27、Y

方向 1.14～1.40 と、1.00 を満足する耐震性能であることが確認できる。 

 

表 7.1.2 柱・梁の部材種別（純ラーメン RC 架構） 
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＜X 方向 正加力＞

 

＜Y 方向 正加力＞ 

図 7.1.1 荷重変形関係 

 

表 7.1.3 保有水平耐力と必要保有水平耐力の比較（純ラーメン RC架構） 
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7.2. 大地震時の変形の確認 

大地震時の層間変形角は、建築構造設計基準の資料（令和 3 年改訂）5.2（2）③「令」第 82 条

の 2 に規定する層間変形角より推定する方法アのエネルギー一定則により推定する方法により確

認する。 

  =
   

2・   

・    
 +

1

  
 
 ・   

  :大地震時における建築物の最大水平変形 

   :「令」第 88 条第 3 項に規定する標準せん断力係数（1.0 以上） 

   :「令」第 88 条第 2 項に規定する標準せん断力係数（0.2 以上） 

  :「令」第 82 条の 2 に規定する建築物の地上部分に生じる水平方向の層間変位(弾性解析) 

  
 :保有水平耐力の余裕を考慮し、構造特性係数を補正した係数 

 

   =   ・        

  :保有水平耐力 

   :必要保有水平耐力 

  :構造特性係数 

 

表 7.2.1 エネルギー一定則により推定した大地震時の変形角（RCフレーム＋CLT 袖壁） 

 

検討の結果、推定される最大層間変形角は X 方向 1/170rad、Y 方向 1/166rad となり、目標値

の 1/100 を満足することが確認できる。 

X+ 階高 C0p C0e Ds δe Qun Qu Qu/Qun Ds' δp θp 制限値 検定

mm mm kN kN

5F 3650 1 0.2 0.3 2.0076 1473.2 2199.2 1.492805 0.447841 13.45481 1/271 1/100 OK

4F 3900 1 0.2 0.35 1.9922 7048.9 9019.4 1.279547 0.447842 13.3516 1/292 1/100 OK

3F 3900 1 0.2 0.35 2.8507 11053.6 14143.4 1.279529 0.447835 19.10539 1/204 1/100 OK

2F 3900 1 0.2 0.35 3.4155 14164.4 18123.8 1.279532 0.447836 22.89065 1/170 1/100 OK

1F 3900 1 0.2 0.35 2.7897 16321.5 20884 1.279539 0.447839 18.69647 1/209 1/100 OK

重心位置

X- 階高 C0p C0e Ds δe Qun Qu Qu/Qun Ds' δp θp 制限値 検定

mm mm kN kN

5F 3650 1 0.2 0.3 1.9851 1473.2 2213.8 1.502715 0.450815 13.24569 1/276 1/100 OK

4F 3900 1 0.2 0.35 1.9909 7048.9 9079 1.288002 0.450801 13.28466 1/294 1/100 OK

3F 3900 1 0.2 0.35 2.8499 11053.6 14237 1.287997 0.450799 19.01655 1/205 1/100 OK

2F 3900 1 0.2 0.35 3.4149 14164.4 18243.7 1.287997 0.450799 22.78663 1/171 1/100 OK

1F 3900 1 0.2 0.35 2.7897 16321.5 21022.1 1.288 0.4508 18.61482 1/210 1/100 OK

重心位置

Y+ 階高 C0p C0e Ds δe Qun Qu Qu/Qun Ds' δp θp 制限値 検定

mm mm kN kN

5F 3650 1 0.2 0.3 2.4738 1473.2 2381.5 1.616549 0.484965 15.75174 1/232 1/100 OK

4F 3900 1 0.2 0.35 2.2414 7048.9 9767.1 1.38562 0.484967 14.2719 1/273 1/100 OK

3F 3900 1 0.2 0.35 3.128 11053.6 15315.9 1.385603 0.484961 19.9174 1/196 1/100 OK

2F 3900 1 0.2 0.35 3.6873 14164.4 19626.3 1.385608 0.484963 23.47867 1/166 1/100 OK

1F 3900 1 0.2 0.35 2.9198 16321.5 22615.3 1.385614 0.484965 18.59161 1/210 1/100 OK

Y- 階高 C0p C0e Ds δe Qun Qu Qu/Qun Ds' δp θp 制限値 検定

mm mm kN kN

5F 3650 1 0.2 0.3 2.4885 1473.2 2400.6 1.629514 0.488854 15.76747 1/231 1/100 OK

4F 3900 1 0.2 0.35 2.2543 7048.9 9845.3 1.396714 0.48885 14.28362 1/273 1/100 OK

3F 3900 1 0.2 0.35 3.1441 11053.6 15438.6 1.396703 0.488846 19.92164 1/196 1/100 OK

2F 3900 1 0.2 0.35 3.7042 14164.4 19783.4 1.396699 0.488845 23.47059 1/166 1/100 OK

1F 3900 1 0.2 0.35 2.9389 16321.5 22796.3 1.396704 0.488846 18.62145 1/209 1/100 OK
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また、参考として前節で示した RC 純ラーメン架構に対しても同様に検討した。検討結果を以

下に示す。 

 

表 7.2.2 エネルギー一定則により推定した大地震時の変形角（RC純ラーメンフレーム） 

 

検討の結果、推定される最大層間変形角は X 方向 1/145rad、Y 方向 1/142rad となり、目標値

の 1/100 を満足することが確認できる。CLT を組み込むことで、2 割弱の変形性能向上が図られ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X+ 階高 C0p C0e Ds δe Qun Qu Qu/Qun Ds' δp θp 制限値 検定

mm mm kN kN

5F 3650 1 0.2 0.3 2.0248 1468.2 1876.9 1.278368 0.38351 15.14045 1/241 1/100 OK

4F 3900 1 0.2 0.3 2.0612 5991.4 7659.2 1.278366 0.38351 15.41265 1/253 1/100 OK

3F 3900 1 0.2 0.3 2.976 9385.8 11998.4 1.278357 0.383507 22.2532 1/175 1/100 OK

2F 3900 1 0.2 0.3 3.5875 12023.1 15369.8 1.278356 0.383507 26.82574 1/145 1/100 OK

1F 3900 1 0.2 0.3 2.9146 13847.8 17702.3 1.278347 0.383504 21.79419 1/179 1/100 OK

重心位置

X- 階高 C0p C0e Ds δe Qun Qu Qu/Qun Ds' δp θp 制限値 検定

mm mm kN kN

5F 3650 1 0.2 0.3 2.0248 1468.2 1884.6 1.283613 0.385084 15.09449 1/242 1/100 OK

4F 3900 1 0.2 0.3 2.0612 5991.4 7690.4 1.283573 0.385072 15.36619 1/254 1/100 OK

3F 3900 1 0.2 0.3 2.976 9385.8 12047.4 1.283577 0.385073 22.18595 1/176 1/100 OK

2F 3900 1 0.2 0.3 3.5875 12023.1 15432.6 1.283579 0.385074 26.74462 1/146 1/100 OK

1F 3900 1 0.2 0.3 2.9146 13847.8 17774.6 1.283569 0.385071 21.72832 1/179 1/100 OK

重心位置

Y+ 階高 C0p C0e Ds δe Qun Qu Qu/Qun Ds' δp θp 制限値 検定

mm mm kN kN

5F 3650 1 0.2 0.3 2.502 1468.2 2056.5 1.400695 0.420208 17.51387 1/208 1/100 OK

4F 3900 1 0.2 0.3 2.3304 5991.4 8391.8 1.400641 0.420192 16.31312 1/239 1/100 OK

3F 3900 1 0.2 0.3 3.2914 9385.8 13146.1 1.400637 0.420191 23.0403 1/169 1/100 OK

2F 3900 1 0.2 0.3 3.9101 12023.1 16840 1.400637 0.420191 27.37129 1/142 1/100 OK

1F 3900 1 0.2 0.3 3.0834 13847.8 19395.6 1.400627 0.420188 21.58438 1/181 1/100 OK

Y- 階高 C0p C0e Ds δe Qun Qu Qu/Qun Ds' δp θp 制限値 検定

mm mm kN kN

5F 3650 1 0.2 0.3 2.502 1468.2 2075.6 1.413704 0.424111 17.40131 1/210 1/100 OK

4F 3900 1 0.2 0.3 2.3304 5991.4 8469.7 1.413643 0.424093 16.20832 1/241 1/100 OK

3F 3900 1 0.2 0.3 3.2914 9385.8 13268.2 1.413646 0.424094 22.8922 1/170 1/100 OK

2F 3900 1 0.2 0.3 3.9101 12023.1 16996.5 1.413654 0.424096 27.19526 1/143 1/100 OK

1F 3900 1 0.2 0.3 3.0834 13847.8 19575.9 1.413647 0.424094 21.44552 1/182 1/100 OK
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7.3. CLT 屋根部分の設計 

 

7.3.1. 長期荷重に対する CLT スラブの設計 

検討箇所及び検討結果を以下に示す。 

 

表 7.3.1.1 CLT スラブの長期荷重に対する設計 
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7.3.2. CLT 屋根部を吹き抜けと見なした水平構面の検討 

5FL の X2-X5 / Y2-Y3 区画は長期荷重のみを負担する CLT 版を組み込んでいる。そこで、当該

区画が欠落しても剛床仮定が成立するだけの水平構面性能が他スラブにて担保されているか、以

下で確認する。 

下記式に則り短期時と Ds 時の移行せん断力を算出し、両ケースの移行せん断力が該当位置ス

ラブの短期許容せん断応力度未満であることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.3.2.1 地震力と外力の説明 
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以下、検討位置を示す。 

 

 

 

 

 

図 7.3.2.2 RFL における要検討位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y 方向検討位置 

CLT スラブ X 方向検討位置 
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短期時移行せん断力は一貫計算結果 CSV 出力をそのまま用いて算出するが、Ds 時応力は以下

に示す電算出力結果から数値を拾い出す。 

 

図 7.3.2.3 DSX+方向柱せん断力 

 

7.3.2.4 DSX-方向柱せん断力 
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図 7.3.2.5 DSX(+-)鉛直ブレースせん断力 
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 図 7.3.2.6 DSY+方向柱せん断力 
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 図 7.3.2.7 DSY-方向柱せん断力 
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 図 7.3.2.8 DSY(+-)鉛直ブレースせん断力 
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以下、検討位置の各荷重ケース時最大移行せん断力を示す。 

 

 

 

 

 

 図 7.3.2.9 検討せん断力図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以下、各荷重ケース時の検定結果を示す。 

短期 Q:641.2kN 

DsQ:552.4kN 

短期 Q:530.3kN 

DsQ:641.3kN 
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表 7.3.2.1 RC 水平構面の検定結果 

 
 上記検討の結果、CLT パネルがせん断力を負担しなくても、剛床仮定を担保できる水平構

面性能が確認された。 
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7.4. 庇部分の検討 

下図に示す庇を構成する部材について検討を行う。検討ケース及部位は、CG1 長期、CG1 鉛直

震度 1.0G 時、並びに B5 長期とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 図 7.4.1 庇部検討箇所と検討部材 
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